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がんチーム医療の壁を乗り越える！
～チーム医療の実践に必要なスキルセット～

特集

● 特集にあたって� 入江　佳子，土屋　雅美　365

がんチーム医療を理解する

● がんチーム医療� 土屋　雅美　366

● チームサイエンス� 下村　昭彦　370

● タックマンモデル� 藤澤　陽子　375

● チームカルチャー� 白井　敬祐　381

がんチーム医療に必要なスキルセットを学ぶ

● 自己理解，他者理解� 陶山　久司　386

● コミュニケーションスキル� 飯原　大稔　391

● リーダーシップ� 吉井　由美　397

● コンフリクトマネジメント� 入江　佳子　403

チームの一員としてさらに成長するために必要な要素を知る

● キャリア開発� 帶刀　朋代　409

● メンターシップ� 淺野　耕太　414

編集：入江　佳子，土屋　雅美

特典
過去の記事（電子版）が閲覧できます
雑誌『がん看護』24 巻 4 号（2019 年）特集

やっぱり現場がスキ！　～セルフケアからキャリアアップまで～� 編集：林　ゑり子

乳がんケア トピック３� 編集：金井　久子

・右のQRコードまたは下記URL より閲覧できます．

 URL：https://nankodo.box.com/s/eikk0ukm0d2mfs9k4fxmlinde09glpi8
　*クラウドストレージサービス「Box」を利用しています．ログインせずに閲覧が可能です．

・�本特典の配信期間は，本号発行日より 5年間を目途とします．ただし，その期間内でも配信を

停止する可能性があります．

・�本特典の閲覧権は本号の購読者に与えられるものです．第三者へQRコードまたはURL を開示・

提供することを禁止します．なお，図書館における利用（閲覧・貸出）に伴う本特典の閲覧は可

能です．
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著者ならびに出版社は，本誌に記載されている内容について最新かつ正確であるよう最善の努力をしております．しかし，臨床検査，薬剤の情報，および
治療法などは，医学の進歩や新しい知見により変わる場合があります．また，誌面の都合上，一部解説を省略させていただいている箇所もございます．実
際の看護実践への活用にあたっては，最新の添付文書などの情報を併せてご参照くださいますようお願いいたします．

▼ The San Antonio Breast Cancer Symposium （SABCS）参加レポート
国際学会から，患者・市民参画（patient and public involvement：PPI）を考える
� 渡邊　知映　420

▼ My Favorite Medicine!!【33】
ゲムシタビン塩酸塩（ジェムザール®）� 菅野かおり　425

▼リレーエッセイ●がん看護 CNS 奮闘中
～がんとともに社会で生きる患者を支えるための調整～【4　在宅・訪問看護での調整②】

地域でがん看護ができることを探究� 濵本　千春　428

▼臓器別がん　最新のエビデンスに基づいた薬物療法と看護の実践【14】

急性白血病� 三浦　勝浩　431

▼遺族の声を臨床に活かす　～J-HOPE 4 研究（多施設遺族調査）からの学び～【18　臨死期】

付帯研究 38　�遺族の視点でとらえたホスピス・緩和ケア病棟における急変による
死亡に関する研究� 松坂早希子　439

付帯研究 47　�鎮静の種類による家族の体験の違い　
～プロトコルで規定した調節型鎮静と持続的深い鎮静～� 大日方裕紀，今井　堅吾　442

▼がん看護実践者としての私を誇りに思う　～ゆうがや会のこぼれ話～【6・最終回】

ゆうがや会メンバーからの叫び――教えて秋山先生！　
～がん患者さんのエンドオブライフケアの現場より～� 中村　正子，秋山　正子　447

▼がん薬物療法看護の What’s Trending ！　Past ☞ Current ☞ Future【25】

がん薬物療法における抗体薬の動向　～二重特異性抗体の特徴と看護支援～� 菅野かおり　453

高齢がん患者の終末期における意思決定支援　
～意思決定のプロセスを見直し意思形成・表明・実現を支援する～� 山口　　歩　461

ようこそ緩和ケアの森　がん・非がん患者の呼吸器症状を診る� 〈評者〉角甲　　純　468

ようこそ緩和ケアの森　がん・非がん患者の消化器症状を診る� 〈評者〉岡山　幸子　469

学会・イベント情報　470 ／バックナンバーのご案内　471 ／次号予告　473
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